
別紙「会場準備について」（暫定版） 
２０２６年４月１日 

県小連競技委員会 

 

この資料は県大会で会場準備について役員、会場担当チームの共通認識事項とする。 

なお、会場によって不都合がある場合は事前に競技委員長に相談すること。 

 

※カッターナイフを直接床に当ててラインテープやマスキングテープを切ることが禁止されてい 

る会場ではマット等を敷いて切るかハサミを利用すること。 

  対象：瀬戸総合運動公園体育館、岡山市総合文化体育館、ジップアリーナなど 

  ※上記以外の会場でも可能な範囲で配慮すること。 

 

１．ラインについて 

（１）ルールブックに従って設置すること。ただし、アタックラインの延長線は不要とする。 

 （２）ラインが交差する部分は重ならないように貼ること。 

 （３）９ｍ既存ラインを利用して片側に寄せることはしない。 

    ただし、サブアリーナ等で応援スペースを設ける場合はその限りではない。 

 （４）他競技のラインと交差した部分が途切れていても補修しなくてよい。 

 

２．同系色ラインのマスキングについて 

 （１）全国大会岡山県大会、ＥＣＣジュニアカップ、ＯＨＫ杯新人大会の決勝大会では９ｍコ 

ートライン等の同系色のラインはマスキングテープで隠す。 

なお、上記大会の予選日、５年生大会、U10交流大会でこの限りでない。 

 （２）他競技のラインなどで同系色ラインが交差する部分は両側５０ｃｍ程度を隠すこと。 

 

３．金具カバーについて 

 （１）コート内およびコート付近２ｍ以内の金具等は全てマスキングテープで全面をカバー 

    する。 

 （２）金具が審判台や副審、記録席、ベンチなどで隠れるところは不要とする。 

 （３）カバーする際は各コーナーをカットする。 

 

４．その他危険箇所のカバーについて 

 （１）床板に破損等がある場合はマスキングテープでカバーする。 

 

５．ネットについて 

 （１）サイドラインから外の部分の網目数が左右同じになるようにする。 

 （２）網目が出来るだけ真四角になるように張る。 

 （３）ネットのケーブルやロープを結ぶときはポールを両側から巻き込んで結ぶ。 

 

 

 



６．アンテナについて 

  （１）アンテナ上部はネットの固定箇所にビニールテープを貼ってから固定する。 

  （２）アンテナ固定の補強は下部のみでよいが、器具の状態によっては上部も固定する。 

 

７．サイドバンドについて 

 （１）サイドバンドの上下２か所を適度な場所でアンテナにビニールテープで固定する。 

 

８．ウォームアップエリアおよび得点板について 

 （１）ウォームアップエリアはルールブックに従って設置する。 

 （２）ウォームアップエリアの仕切りはフェンスが好ましいがフェンスがない会場ではライン 

テープで場所を示すこと。 

（３）得点板は記録席から確認しやすいように主審側に配置する。  

（４）得点板とウォームアップエリアは壁から１M 以上スペースを空けて設置し、

選手・スタッフ、審判員が移動する際にそのスペースを通れるようにするこ

とが望ましいが会場によってスペースが取れない場合はこの限りでない。  

 

９．ベンチについて 

 （１）ベンチのイスは９脚とする。ただし、全国大会岡山県大会、ＥＣＣジュニアカップ、 

ＯＨＫ杯新人大会の各予選日および５年生大会、Ｕ１０大会においては４脚でもよい。 

 （２）監督席はアタックラインの延長線から１ｍ程度エンドライン側に寄せて設置する。 

 

１０．コート表示および審判台の設置について 

 （１）コート表示は入口奥側から手前に向かってＡ、Ｂ、Ｃ・・・コートとする。 

    ただし、その会場により他大会等で使い慣れている順番があればそれでも可とする。 

 （２）審判台はメインの入口奥側に設置し、全コート同じ配置にする。 

    ただし、その会場により他大会等で使い慣れている配置があればそれでも可とする。 

 

１１．備品について 

 （１）ラインテープ（１コート分） 

     サイド・エンドライン   ８ｍ×６＝４８ｍ 

     センター・アタックライン ８ｍ×３＝２４ｍ 

     合計           ７２ｍ（以上） 

 （２）マスキングテープ（９ｍコート１コート分）  

     サイド・エンドライン   ９ｍ×６＝５４ｍ 

     アタックライン      ９ｍ×２＝１８ｍ 

     合計           ７２ｍ（以上） 

 （３）金具抑え 

     余り物を回収しておき有効活用する。無ければ１巻。 

 

 

 

以上 


